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自己紹介

• 医師 (感染症、集中治療)
• JICA海外協力隊 (ウガンダ派遣)
• WHO Infection Prevention and 

Control Global Unit
• 2018年 WHHDポスター翻訳

• PhD with Prof. Didier Pittet
• 2020年 日本でTrain-the-

Trainers in Hand Hygiene
• 2023年 TTT in Uganda       

(その他Malaysia)
• 2024年- トロント大学集中治療部







その他:
• 見た目に手が汚れている時
• 手袋や個人防護具(PPE)着脱前後
• 非清潔部位から清潔部位へケアを移す時
• より汚染の強い部位から汚染の低い部位へケアを移す時
• 食品関連を扱う前後
• 隔離部屋を出入りする前後
• トイレ使用後
• 咳やくしゃみの後、鼻をかんだ後



• “Glove use is not a replacement for hand hygiene.”
手袋は手指衛生の代わりにはなりません!

• 水と石けんでの手洗いは指定されたシンクで行い、患者のシン
クでは行わないこと (コンタミを防ぐため)



“Infection Prevention and Control 
(IPAC)” 「感染管理」「感染制御」

• 患者・タスク・環境
• 患者がどのような症状があるか
• 自分がこれからどのようなタスクを行お

うとしているのか
• どこでタスクが行われているか、環境表

面は汚染されているか

ポイント・オブ・ケア
1) 患者、2) 医療従事者、3) 手を触れるケ
アの3 つの要素が一緒に生じる場所



• 手指衛生は万国共通
• 国・施設に応じた独自の取り組みも
• “Adapt to Adopt”
• 検証する姿勢
• キャンペーンのための

キャンペーンではない

まとめ


